
旧村庁舎跡地の整備方針に係る論点整理

農振センター
（2033 年まで
耐用年数あり）

役場旧庁舎
（現在解体中）

農振センター
（2033 年まで
耐用年数あり）

農振センター
（2033 年まで
耐用年数あり）

何らかの独立した
施設を整備

農振センター
も併せて解体

何らかの
施設を整備 一体的に施設整備

何らかの
施設を整備
（1期工事）

農振センター
も併せて解体

特に整備せずに
公園化（緑化）

・農振センター老朽化に伴う整備の際に、
再度計画づくりが必要
・農振センター工事に伴う新施設の利便性
低下のタイミングがある

・農振センターの改築などの課題が残る。
・有志案の整備でも農振センターの改修
（管理機能の付加、トイレなどの整備）
が必要
・農振センターの改修状況によっては補助
金返納が必要
・農振センター老朽化に伴う整備の際に、
再度計画づくりが必要

・敷地を一体的に利用した施設整備が可能
・農振センター解体→新施設竣工までの
間、村民活動空間が著しく不足する
・農振センターの耐用年数前解体による補
助金の返納が必要

・工事を 1 期、2 期に分けることで敷地の
一体的活用が可能
・農振センターの耐用年数前解体による補
助金の返納が必要

何らかの
施設を整備
（1期工事）

何らかの
施設を整備
（２期工事）

Ａ案

B案

C案

D案

農振センター解体に係る
補助金返納

一体的整備による
施設の一体感

現在の施設不足
課題の解消継続的な施設充足

A 案

B案

C案

D案

×

×

◎

◯

◯

◯

×

◯

×

×

◯

◯

可能性あり

可能性あり

要返納

要返納

現　在 整備段階１ 整備段階２ 論点
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